新学期対策：この一枚でラクラク研修　特別支援教育の基礎基本
脳（神経伝達物質）とワーキングメモリー

１　脳･･･情報は、　　　　　　　　　　　　を通る。
[bookmark: _GoBack]　神経伝達物質が必要
　神経伝達物質の主なもの
　　下を読んで、　　　　を埋めましょう。

（1） ドーパミン

　　　　　　　　　　　　　　のもと

（２）　　セロトニン　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　のもと

（３）  ノルアドレナリン　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　のもと

読みましょう
ドーパミン…ドーパミンは、喜びや楽しさのもとになる神経伝達物質です。夢中になったり、運動している時などに分泌されます。運動や学習、意欲などに関係しています。達成感による快楽を得ることで、さらなる意欲をもたらします。
セロトニン…セロトニンは、精神を安定させ、幸福感を生み出すもとになる神経伝達物質です。セロトニンが不足すると、意欲がなくなり、不安になります。セロトニンは脳と腸で作られ、わずかな量のセロトニンが人間の心を落ち着かせることがわかっています。
ノルアドレナリン…ノルアドレナリンは、覚醒-睡眠やストレスのもとになる神経伝達物質です。注意、記憶や学習などにも影響を及ぼす神経伝達物質です。
（１）ドーパミン　　
　　　運動や活動、知的で楽しいと分泌されます。
分泌を増やすためにはどのような工夫ができますか？
①


お隣と交流しましょう。
（２）セロトニン　　
　　　セロトニン５（※１）で分泌を促します！
　　　やってみましょう！　以下の５つを意識してお隣の方をほめましょう
1 見つめる…優しく見つめる
2 ほほえむ…ニッコリとほほえむ
3 話しかける…受け入れる話し方
4 触れる…愛情を感じるように触れる
5 ほめる…努力している姿や成長している様子をほめる

（３）ノルアドレナリン　
　　　個別評定やみんなの前で発言など緊張すると分泌されます。
分泌を増やすために、授業をどのように工夫できますか？
②


お隣と交流しましょう。

※１セロトニン５とは、平山諭氏がセロトニン系神経ネットワークを作るポイントとして示されている
方法です。『親と教師のためのADHD・ASを変える環境対話法』（麗澤大学出版会）
①の例…立って読ませる、○付けは先生のところへ持ってこさせる、黒板に書かせる、作業をさせる、楽しい授業、熱中する授業
②の例…子どもがやったことに評定をする（ＡＢＣや点数など）、全員必ず発表する機会を作る、
全員ができること内容に限り、できていない場合は「やり直し」と宣言しやらせる
